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生物と環境

日光を当てた葉と当てない葉を比べながら

６年 葉にあるデンプンの検出

葉のヨウ素デンプン反応では，エタノールで葉緑素を抽出しても「褐色」に近い色調になってしま

う場合もあります。そこで，日光に当てた葉と当てない葉を同時に処理し，その発色の違いをしっか

りと理解することが大切になります。

１ 導入時の留意点

・５年で行った実験結果を生かし，仮説を立てそれを検証する実験方法を考えさせたい。

（具体的な方法というよりは，どのような条件を設定するか？という視点で）

・ジャガイモを材料とすると，「ジャガイモのデンプンはどこから来るのか」ということが主題に

なってしまう場合があるが，この主題は，「日光が当たるとデンプンができる」ことを理解させ

たうえでの発展的な内容として扱う。（作られたデンプンのゆくえ）

２ 実験の留意点

・日光に当てた葉と当てない葉を用意し，２枚の葉について同時にデンプンの検出を行い，比較

する。

・デンプンの検出には，「エタノールを用いる方法」「たたき染め」「葉をすりつぶし，デンプ

ンを沈殿させる方法」の３つの方法がある。検出感度が高い方法ではないので，日中まで充分

光を当てた葉を用いたい。

（１）エタノールを用いる方法

・エタノールは引火性の強い物質である。火には充分注意する。

よく育った

日光に当てる

育たなかった

日光を当てない
仮説

葉に日光が当たると養分（デンプン）ができる

が，当たらないと養分（デンプン）はできない。

検証実験

日光に当てた葉と当てない葉を準備し，ヨウ素

デンプン反応を利用してデンプンの有無を調べる。

過去の実験結果から 仮説を立て，それを検証する実験方法を考える

① 熱湯につける ② エタノールにつけ、 ③ 白くなった葉を湯につける ④ヨウ素液につける
湯煎する。

熱湯は90℃程度 エタノールは直接火 緑色になった 湯

にかけない エタノール

薄めたヨウ素液
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（２）たたき染め

・④でヨウ素液をつける前に，薄めた家庭用の漂白剤や70～80℃の湯につけて脱色すると観察しやすい。

（３）葉をすりつぶしデンプンを沈殿させる方法

・乳鉢ですりつぶす前に手で細かくちぎるとよい。

・沈殿したデンプンは，白い小さな点に見える。

３ 材料について

・ジャガイモ，インゲンマメ，アサガオ，クズなどが使用しやすい。

（葉が薄くて柔らかいものが扱いやすい）

・身近な野草や栽培植物を用いて，日光が当たるとデンプンができるかどうかを調べる場合があ

るが，デンプンではなく単糖や二糖類で光合成産物を蓄積する種類もあるため，デンプンが検

出できない場合もある。（単子葉類は糖葉が多い）

４ デンプンのゆくえ

ここまで学習してきたことをデンプンをキーワードにしてまとめてみる。

・道管や師管については小学校では全く扱っていないので，葉で作られたデンプン（同化デンプン）が種子や

イモなどの貯蔵デンプンになる過程については扱いに注意が必要である。

① 10枚程度の葉を ② 乳鉢ですりつぶ ③ 時計皿に葉の青汁 ④ 10分ほど静かに放置し、⑤ 乾燥したらヨウ素
用意する し、水を加える をしぼり出す 汁面から汁を吸い取る 液をたらす

ろ紙

① 葉を熱湯につ ② ろ紙の上に葉を載せ ③ たたき台にはさんで ④ 葉をはがしヨウ
ける て２つ折りにする たたく 素液をつける

日光に当たると葉で

デンプンが作られる

【本単元】

植物の成長には日光が必要

【５年生】

↓

作ったデンプンを養分と

して植物は成長する.

種子には発芽に必要なエネルギー

が蓄えられている 【５年生】

↓

作ったデンプンを元に種子や種イモ

を作る

主要穀物は種子であり、作った

デンプンからできている

動物の体のつくりとはたらき デンプンの消化

食物によるつながり




